
いちご一一女峰”の平地育苗’における採苗

断根及び保温開始時期について

1　試験のねらい

　女峰はこれまでの主要晶種麗紅より約1か月早期出荷が可能なことから、栽培が急増しつっある。

そこで、女峰に適した採苗時期、断根処理の効果及び保温開始時期について明らかにするため昭和

58～59年にかけて検討したので概要を報告する。

2　試験方法

　1）採苗時期は7月10日、20日、30日、8月10日とし、9月24日定植、10月17日保

　　温とした。

　2）断根処理は8月20日から1週間おきに9月17日までの5回とした。採苗は7月17日、定

　植は9月27日、保温は10月7日に行っね

　3）保温開姶時期は10月7日、24日、11月10日、12月10日、1月10日とした。採菌

　　は7月中旬、10月保温区は9月27日に定植したが、11月以降の保温区は同じハウ支内にそ

　　の都度持ち込み定植し、ポリトンネルで被覆して保温開始初期約1か月は比較的高温に管理した。

3　結果及び考察

　1）採苗時期

　　初期生育は採苗時期の早い区ほど優れる傾向であり、開花始期は’7月10日採苗が最も早かっ

　　た。12～2月g初期収量は7月10日採苗が最も多収であり、次いで7月20日区であった。

　2）断根処理の効果

　　花芽分化は8月27日断根を除き、各区とも早まり、9月3日及び10日断根で効果が大きく、

　　収穫期は9月3日及び10日断根区では無処理に比較して約2週間早まった。前期収量（2月

　　末まで）は収穫期の阜かった9月3日及び10日断根区が多収で、総収量も同様であった。

　3）保温開始時期

　　　頂花房の開花日は10月7日及び2・4日保温ではほとんど差がなく、保温開始後36日であっ

　　たが、11月10日以降は保温開始後約20日であった。えき花房の開花日は保温開始が早いほ

　　ど遅く、花数は頂花房・えき花房とも保温開始が遅れるほど少なかった。葉柄長は保温開始が阜

　　い区ほどおう盛で11月10日以降より低下し始め、11月10日と12月10日間での差が大

　　きかった。

　　　1月までの初期収量は10月7日と24日保温開始区で大差なく、11月10日以降少なくな

　　った。総収量は10月24日保温開始区が最も多収で、次いで10月7日保温開始区であった。

4　成果の要約

　女峰の採苗時期は7月10日～20日が望ましく、断根は9月3日～10日が最も処理効果があ
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り、保温開始時期’は10月中旬に行うのが良いものだと考えられた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（担当者　　栃太分場　川里宏※　赤木博　長　修）
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表一1　採苗時期と生育
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表一2　断塩時期が花芽分化及び収量におよぼす影響
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表一3　保温時期が生育・収量におよぼす影響

保温　　　頂花房
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